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２
０
１
６
年
３
月
26
日
、
函
館
―
東
京
を
結
ぶ
北

海
道
新
幹
線
が
開
通
し
た
。
24
年
も
の
工
事
期
間
を

費
や
し
て
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
を
み
た
の
は

１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
で
、
同
時
に
青
函
連
絡

船
は
80
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

函
館
港
に
設
置
さ
れ
て
い
る
青
函
連
絡
船
記
念
館

摩
周
丸
を
見
学
す
る
と
、
当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
。
今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
が
、
高
所
恐

怖
症
で
あ
っ
た
私
は
、
大
の
飛
行
機
嫌
い
で
津
軽
海

峡
を
渡
る
の
に
４
時
間
も
か
か
る
青
函
連
絡
船
に
よ

く
乗
船
し
た
も
の
だ
。
船
酔
い
を
す
る
た
び
に
デ
ッ

キ
に
出
て
、
海
峡
に
吹
く
凄
ま
じ
い
冷
た
い
風
の
中

に
身
を
置
い
て
、
船
酔
い
か
ら
の
回
復
を
試
み
た
。

　

列
車
か
ら
連
絡
船
へ
移
動
す
る
際
に
出
す
乗
船
名

簿
が
犯
人
の
ア
リ
バ
イ
の
キ
ー
と
な
っ
た
松
本
清
張

の
代
表
作
《
点
と
線
》
の
舞
台
と
し
て
青
函
連
絡
船

が
登
場
し
て
い
る
。
数
年
前
に
サ
イ
バ
ー
大
学
の
卒

業
式
で
出
向
い
た
福
岡
市
香
椎
（
か
し
い
）
海
岸
が

事
件
の
発
端
の
舞
台
と
し
て
登
場
し
、
札
幌
の
文
人

達
の
旅
館
と
し
て
有
名
だ
っ
た
《
丸
惣
旅
館
》
も
舞

台
の
１
つ
だ
。

　

こ
の
《
丸
惣
旅
館
》
を
改
築
し
た
《
ホ
テ
ル
丸
惣
》

の
屋
上
で
大
学
３
年
の
夏
休
み
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で

ボ
ー
イ
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
Ｈ
君
か
ら
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
誘
わ
れ
た
。
悪
友
の
Ｎ
君
、
Ｍ
君

と
連
れ
だ
っ
て
屋
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
訪
れ
た
。

入
り
口
で
中
ジ
ョ
ッ
キ
の
券
を
購
入
し
、
空
い
て
い

る
テ
ー
ブ
ル
を
確
保
し
、
Ｈ
君
を
呼
ぶ
と
い
う
段
取

り
で
あ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
席
に
腰
を
下
ろ
す
や
否

や
「
お
お
い
、
ボ
ー
イ
君｣

と
Ｈ
君
を
大
声
で
呼
ん

だ
と
こ
ろ
、
別
の
ボ
ー
イ
が

注
文
を
取
ろ
う
と
し
て
や
っ

て
来
て
、
一
瞬
狼
狽
し
た
が
、

「
間
違
え
ま
し
た
。
皆
で
相
談

し
て
、
注
文
し
ま
す
か
ら
。
」

と
そ
れ
な
り
に
落
ち
着
い
た

態
度
で
Ｎ
君
は
対
処
し
た
。
場
数
を
多
く
経
験
し
て

い
る
Ｎ
君
な
ら
で
は
と
の
危
機
対
処
能
力
に
た
だ
た

だ
脱
帽
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
再
度
、｢

お
お
い
、

ボ
ー
イ
君
」
と
Ｎ
君
の
声
が
天
空
に
響
き
渡
っ
た
。

つ
い
に
Ｈ
君
の
登
場
で
あ
る
。
中
ジ
ョ
ッ
キ
の
券
を

Ｈ
君
に
渡
す
や
、
大
の
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
と
大
皿
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
盛
り
合
わ
せ
を
持
っ
て
き
た
。
ま
さ

に
中
ジ
ョ
ッ
キ
券
１
枚
で
ビ
ー
ル
飲
み
放
題
、
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
で
あ
っ
た
。
夏
休
み
中
、
こ
の

よ
う
に
中
ジ
ョ
ッ
キ
券
１
枚
で
食
べ
飲
み
放
題
を
３

回
も
満
喫
し
た
の
は
、
同
級
生
の
中
で
我
々
３
人
だ

け
で
あ
っ
た
。

　

水
上
勉
の
名
作
《
飢
餓
海
峡
》
や
三
浦
綾
子
の
新

聞
懸
賞
小
説
《
氷
点
》
に
登
場
す
る
１
９
５
４
年
（
昭

和
29
年
）
の
《
洞
爺
丸
台
風
》
の
大
惨
事
に
よ
り
、

天
候
に
影
響
さ
れ
ず
に
津
軽
海
峡
を
安
全
に
航
行
で

き
る
海
峡
ト
ン
ネ
ル
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
海
峡

ト
ン
ネ
ル
の
北
海
道
側
の
吉
岡
の
工
事
現
場
を
見
学

す
る
機
会
を
た
ま
た
ま
得
、
ま
た
事
故
に
よ
り
片
腕

を
失
い
な
が
ら
も
、
工
事
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い

る
方
と
出
会
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
現
場
の
方
々
の

奮
闘
に
よ
り
、
数
々
の
異
常
出
水
に
よ
る
困
難
を
乗

り
越
え
て
、
世
界
一
の
長
さ
を
誇
る
他
に
類
例
が
な

い
青
函
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
を
み
た
。

　

こ
の
完
成
か
ら
、す
で
に
28
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

今
回
の
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、
新
函
館
北

斗
駅
―
鹿
児
島
中
央
駅
間
が
11
時
間
台
で
結
ば
れ
、

日
本
列
島
の
陸
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ら
に
短
縮
さ

れ
る
。
２
０
３
０
年
（
平
成
42
年
）
に
は
札
幌
ま
で

の
延
長
が
予
定
さ
れ
、
日
本
列
島
全
体
が
新
幹
線
で

結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。
前
倒
し
論
へ
の
期
待
感
も

あ
る
中
で
、
数
多
く
の
文
学
作
品
が
過
去
の
舞
台
を

通
し
て
、
映
し
出
し
て
き
た
《
事
実
》
の
重
さ
を
想

う
時
、
名
も
な
い
先
達
の
人
々
の
目
に
見
え
な
い
奮

闘
努
力
に
そ
っ
と
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
の
は
私
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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